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開
拓
民
の
数
奇
な
歩
み
と
無
住
の
地
に
建
つ
開
墾
記
念
碑 

一
、
開
拓
の
始
ま
り 

 
 
 
 
 
 
 

 

に
入
り
、
畑
地
を
開
墾
し
た
こ 

 
 

文
教
場
を
作
る
」
と
の
見
出
で
、 

 
 

い
る
全
く
の
原
始
的
な
珍
し
い 

 
 

 
      

三
ッ
沢
集
落
か
ら
東
西
一
二
㎞ 

 
 

と
か
ら
と
始
ま
っ
た
い
う
。 

 
 

 

「
大
正
一
四
、
五
年
ご
ろ
立
谷 

 
 

  
 

部
落
で
あ
る
」
と
報
じ
ら
れ
た 

 
        

の
国
有
林
内
（
通
称 

屋
敷
沢
） 

 
 

 

大
変
な
苦
労
に
よ
り
開
墾
が 

 
 

沢
村
よ
り
密
か
に
移
住
し
て
き 

 
 
 
  

ほ
ど
世
間
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
注 

 
        

に
、
栃
台
と
俗
称
さ
れ
て
い
た 

 
 

 

進
み
、
大
豆
な
ど
の
豆
類
は
良 
 

 

た
の
で
、
古
口
村
役
場
で
も
こ 

 
 

  

目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
言
わ
ば 

 
        

開
拓
地
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

く
取
れ
た
が
、
家
計
収
入
の
中 

 
 

ん
な
山
奥
に
人
家
が
あ
る
こ
と 

 
 

  

隔
絶
さ
れ
た
状
態
で
の
生
活
を 

 
 

        

開
墾
の
始
ま
り
は
、
大
正
九 

 
 
 

 

心
は
「
炭
焼
き
」
で
あ
っ
た
。 

 
 

す
ら
知
ら
ず
一
昨
年
の
国
政
調 

 
 

  

営
ん
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
ら 

 
       

年
（
一
九
二
一
）
と
言
わ
れ
て 

  
  

山
形
新
聞
（
昭
和
七
年
七
月
一
七
日
） 

 
 

 

査
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
の
で 

 
 

 

し
い
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い
る
が
、
当
初
の
入
植
者
は
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で
は
、
「
古
口
三
里
の
山
奥
に 

 
 

 

あ
っ
て
、
全
部
落
が
一
家
族
制 

 
 

 
  

入
植
年
次
に
つ
い
て
は
、
資 

 
        

谷
沢
村
（
旧
立
川
町
）
の
人
々 

     

珍
し
い
原
始
的
部
落 

国
政
調 

 
 
 

度
と
な
っ
て
総
て
の
生
産
品
は 

 
 

  

料
に
よ
り
若
干
異
な
る
が
、
当 

 
        

が
中
心
で
、
十
三
家
族
が
山
奥 

 
   

査
で
発
見
し
た
十
六
戸 

漸
く 

 
 
 

部
落
民
共
有
の
も
の
と
さ
れ
て 

 
 

  

初
は
庄
内
側
か
ら
の
農
繁
期
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が
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新
天
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へ
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署
な
ど
）
へ
の
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等
に
東
奔 

集
落
こ
ぞ
っ
て
の
移
民
と
な
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西
走
し
、
未
知
か
ら
成
功
へ
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た
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あ
る
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

導
い
た
と
い
う
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昭
和
七
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一
九
三
二
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七 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

住
民
は
両
氏
の
功
績
を
称
え
、 

月
、
栃
台
分
教
場
が
設
置
さ
れ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

感
謝
を
込
め
て
、
長
南
亥
吉
、 

た
が
、
こ
れ
は
開
拓
者
一
同
の 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

秋
保
源
次
郎
、
大
江
慈
導
（
僧 

結
束
、
努
力
の
結
実
で
は
あ
っ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

侶
）
氏
ら
を
発
起
人
と
し
て
、 

た
ほ
か
、
開
墾
の
中
心
人
物 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
開 

「
相
馬
金
蔵
」
、
「
長
南
仁
吉
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（
当
時
の
団
員
９
名
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両
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
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に
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わ
せ
、
彼
ら
の
顕
彰
碑
を 

と
さ
れ
て
い
る
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た
。
顕
彰
碑
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し
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所
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も
分
か
ら
ず
、
ま
た
、 

二
、
相
馬
金
蔵
と
長
南
仁
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

山
形
新
聞
（
昭
和
六
二
年
十
月 

 
 

 
 

両
氏
は
、
標
高
二
四
〇
ｍ
の 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

一
四
日
）
で
は
、
入
植
者
子
孫 

 
 

 

「
栃
台
開
拓
地
」
の
開
祖
と
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の
発
意
に
よ
り
、
開
墾
記
念
碑 

 
 

 

れ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

の
脇
に
慰
霊
柱
を
建
立
し
た
と 

栃
台
集
落
は
大
正
九
年
、
東 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
三
〇
有
余 

 
 

 

田
川
郡
立
谷
沢
村
の
門
脇
清
蔵 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

年
の
時
の
流
れ
と
と
も
に
朽
ち 

 
 

 

ら
一
七
名
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

果
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

も
の
で
、
彼
ら
は
国
有
林
の
払 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

下
げ
、
長
南
亥
吉
を
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

三
、
満
州
移
民
と
引
揚
げ 

 
 

 

に
「
製
炭
」
を
行
う
傍
ら
開
墾 

 
 
 

（
現
在
の
集
落
公
民
館
？
）
も 

 
 

 
 

が
、
相
馬
金
蔵
の
子
孫
（
相
馬 

 
 

 
 

 

満
州
（
現 

中
華
人
民
共
和 

 
 

 

を
進
め
、
粒
々
辛
苦
の
結
果
、 

 
 
 

建
つ
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

ま
つ
み
氏
、
古
口
歴
史
探
訪
編 

 
 

 
 

国
東
北
地
方
）
へ
の
進
出
は
、 

 
 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は 

 
 
 

 

相
馬
金
蔵
、
長
南
仁
吉
も
同 

 
 

 
 

纂
当
時
）
に
聞
く
と
、
両
氏
は 

 
 

 
 

日
露
戦
争
（
一
八
五
〇
～
五
五
） 

 
 

 

住
宅
の
ほ
か
、
分
校
・
公
会
堂 

 
 
 

郷
（
立
谷
沢
村
）
の
人
で
あ
る 

 
 

 
 

栃
台
開
拓
の
有
望
な
る
こ
と
を 

 
 

 
 

以
降
、
活
発
に
な
り
、
日
本
の 
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帝
国
主
義
的
施
策
に
よ
り
昭
和 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

   
 
 
 

（
三
） 

そ
の
他
、
二
・
三
男
の 

 
 

四
、
再
入
植
と
再
び
無
人
の
里
へ 

 
 

 

七
年
に
満
州
国
が
作
ら
れ
、
満 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

将
来
に
対
す
る
問
題
、
教 

 
 
 

 
 

敗
戦
に
よ
り
、
翌
年
帰
国
し 

 
 

 

州
国
移
民
が
国
策
と
し
て
進
め 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

育
問
題
、
医
療
設
備
の
問  

 
 
 
 
  
 
 

た
旧
栃
台
住
民
は
、
山
形
県
庁 

 
 

 
ら
れ
た
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

題
、
結
婚
の
問
題
な
ど
を 

 
 
 

 

の
強
力
な
勧
め
も
あ
り
、
満
州 

 
 

 
 

最
上
郡
内
で
満
州
開
拓
移
民 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

考
慮
す
る
と
、（
こ
の
ま 

 
 

 
 

 

移
民
後
、
数
年
の
放
置
で
す
っ 

 
 

 

の
計
画
が
本
格
化
し
た
の
は
、 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

ま
で
）
生
き
が
い
あ
る
輝 

 
 
 

 

か
り
荒
無
地
と
化
し
て
い
た
栃 

 
 

 

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
七 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
し
い
人
生
を
送
り
得
る 

 
 
 

 

台
に
再
び
入
り
、
開
拓
を
行
う 

 
 

 

月
か
ら
で
、
満
州
に
第
二
の
最 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

で
あ
ろ
う
か
、
と
「
栃
台 

 
 
 

 

こ
と
に
し
た
が
、
既
に
山
形
か 

 
 

 

上
郡
で
あ
る
「
満
州
最
上
郡
」 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

文
教
場
経
営
」
（
鈴
木
富
雄
氏 

 
 

 
 

 

ら
食
糧
増
産
隊
一
〇
名
が
入
植 

 
 

 

を
築
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 

著
）
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
土 

 
 
 

 

し
て
お
り
、
彼
ら
に
合
流
す
る 

 
 

 
 

そ
ん
な
中
、
栃
台
住
民
が
集 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

地
・
人
口
問
題
を
解
決
す
る
方 

 
 
 

 

形
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 

落
を
挙
げ
て
満
州
移
民
を
決
意 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

策
が
満
州
農
業
集
団
移
民
で
あ 

 
 
 

 
 

 
 

 

す
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
と
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

て
は
・
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

そ
し
て
昭
和
一
六
年
（
一
九 

 
 
 

 
 

 

（
一
）
５
～
６
年
前
と
比
べ
、 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

四
一
）
南
満
州
の
奉
天
省
昌
図 

 
 
 

 
 

 
 
 

組
合
協
同
積
立
金
の
増
加 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

建
桜
桃
村
に
入
植
し
た
が
、
そ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

な
ど
に
よ
り
経
済
好
転
の 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

の
地
は
豊
穣
で
広
大
で
あ
り
、 

兆
し
は
見
出
せ
る
が
、
こ 

 
 

 

（
二
）
栃
台
部
落
の
現
在
収
入 

 
 
 

 

開
拓
地
は
順
調
に
進
展
し
た
が
、 

 
 

 
 
 

れ
が
部
落
（
集
落
）
更
生 

 
 
 

 
 

の
７
～
８
割
ま
で
が
製
炭 

 
 

 
 

突
如
、
移
民
者
に
と
っ
て
は
晴 

 
 

 
 
 

運
動
の
成
果
か
ど
う
か
で 

 
 
 

 
 

だ
が
、
製
炭
資
材
伐
採
跡 

 
 

 
 

天
の
霹
靂
と
も
い
う
べ
き
事
態 

 
 

 
 
 

考
え
て
見
る
と
、
そ
の
大 

 
 
 

 
 

地
に
は
年
々
ス
ギ
が
造
林 

 
 

 
 

が
起
こ
っ
た
。 

 
 

 
 
 

半
は
農
林
水
産
物
の
価
格 

 
 
 

 
 

さ
れ
、
（
資
材
確
保
の
） 

 
 

 
 

 

す
な
わ
ち
、
昭
和
二
〇
年
八 

 
 

 
 
 

上
昇
で
あ
り
、
こ
の
こ
と 

 
 
 

 
 

範
囲
は
縮
小
し
て
お
り
、 

 
 

 
 

月
の
旧
ソ
連
軍
の
対
日
参
戦
と 

 
 

 
 
 

が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
を 

 
 
 

 
 

ま
た
、
国
有
林
野
施
業
経 

 
 

 
 

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
で
あ
り
、 

 
 

 
 
 

考
慮
す
る
と
、
更
生
運
動 

 
 
 

 
 

営
案
に
よ
り
木
炭
の
資
材 

 
 

 
 

移
民
者
た
ち
は
開
拓
地
か
ら
の 

 
 

 
 
 

の
根
本
原
因
の
解
決
は
未 

 
 
 

 
 

払
下
げ
量
に
つ
い
て
も
限 

 
 

 
 

引
き
揚
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た 

 
 

 
 
 

だ
に
、
と
感
じ
る
。 

 
 

 
 
 

 
 

度
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

の
で
あ
る
。 



４面  
 

「
家
を
建
て
る
と
き
は
野
原
に  

 
 
 

そ
の
後
、
や
は
り
と
言
う
べ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

林
道
脇
に
記
念
碑
と
山
神
を
祀 

 
 

ゴ
ザ
を
敷
い
て
寝
た
。
沢
の
近 

 
 
 

き
か
、
電
気
も
な
い
非
常
に
厳 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

っ
た
石
碑
が
あ
る
の
み
で
、
ス 

 
 

く
に
寝
た
時
は
蚊
が
い
て
寝
ら 

 
 
 

し
い
生
活
環
境
だ
け
で
な
く
、 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

ギ
と
薮
の
た
め
、
当
時
の
面
影 

 
 

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
」 

 
 
 

頼
み
の
田
畑
も
気
温
と
水
温
の 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ 

 
 

「
学
校
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
な
い
。 

 
 

低
さ
、
日
照
時
間
の
不
足
、
痩 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
林 

 
 

住
む
家
さ
え
な
く
、
満
州
に
行 

 
 
 

せ
地
、
傾
斜
地
等
々
の
悪
条
件 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

内
に
入
っ
た
早
々
、
ヤ
ブ
蚊
の 

 
 

く
前
か
ら
建
っ
て
い
た
神
社
の 

 
 
 

の
た
め
、
入
植
者
自
身
が
「
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
群
に
纏
わ
り
つ
か
れ
、
手
な 

 
 

中
に
泊
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
入 

 
 

 

こ
で
は
作
物
は
良
く
育
つ
は
ず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
を
刺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
大
変 

 
 

り
き
れ
な
い
の
で
、
神
社
の
前 

 
 
 

が
な
い
。
」
と
い
う
ほ
ど
の
耕
作 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

痒
い
思
い
を
し
、
入
植
当
時
の 

 
 

に
蚊
帳
を
吊
っ
て
寝
た
。
家
を 

 
 
 

不
適
地
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

難
儀
の
一
端
に
触
れ
る
も
の
と 

 
 

建
て
た
時
に
学
校
も
建
て
て
く 

 
 
   

こ
の
た
め
、
旧
古
口
村
役
場 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

な
り
ま
し
た
。 

 
 

れ
た
が
、
屋
根
も
カ
ヤ
、
熨
斗 

 
 
 

で
も
「
古
口
村
農
業
振
興
計
画 

 
 
 

 
 
 
 

現
在
、
開
墾
跡
地
に
は
林
道 

 
 
 

 
 

（
文
献 

戸
沢
村
史
、
古
口
歴
史
探
訪
） 

 
 

建
て
も
カ
ヤ
、
庭
に
カ
ヤ
を
敷 

 
 

（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
）
に
よ
り
、 

 
 
 
 
 

か
ら
自
動
車
で
約
一
時
間
の
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
た
の
が
教
室
で
暗
く
て
暗
く 

 
 
 

家
畜
（
役
牛
、
乳
牛
、
緬
（
メ
ン
） 

 
 
 

  
  

の
り
で
あ
る
が
、
開
通
以
前
は 

 
 

て
勉
強
な
ん
か
で
き
な
か
っ
た
。 

   

羊
）
の
導
入
に
よ
る
営
農
計
画 

 
 
 

 
 
 

高
屋
か
ら
山
道
を
歩
い
て
二
時 

 
 

集
落
の
大
人
が
教
師
代
わ
り
と 

 
 
 

を
立
て
た
が
、
入
植
者
は
既
に 

 
 
 

 
 
 

間
余
り
を
要
し
た
。
林
道
か
ら 

な
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の 

 
 
 

現
金
収
入
と
な
る
「
炭
焼
き
」 

 
 

 
   

の
風
景
は
、
急
峻
な
山
々
が
連 

後
で
教
師
が
来
る
前
に
学
校
は
、 

 
 

に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、 

 
 

 
 

   

な
り
、
人
工
林
と
天
然
林
が
入 

や
っ
と
立
派
に
な
っ
た
。
」
と 

 
 

  

ま
た
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の 

 
 

 
   

り
混
ざ
る
も
深
山
の
中
に
引
き 

当
時
の
分
校
生
の
作
文
（
旧
古 

 
 

 

激
変
（
高
度
経
済
成
長
に
よ
る 

 
 

 
  

こ
な
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
途
中
、 

口
小
学
校
編 

七
つ
の
分
校
の 

 
 

 

都
市
部
へ
の
人
口
移
動
等
？
） 

 
 

 
 
  

名
も
知
れ
ぬ
名
瀑
も
顔
を
出
す
。 

子
ど
も
た
ち
）
や
「
栃
台
開
拓 

 
 
 
 

に
よ
り
離
村
が
相
次
い
だ
こ
と 

 
 

 
 

部
落
に
つ
い
て
」
（
元
分
校
教
員 

 
  

か
ら
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
） 

 
 

 
 
 
 

二
〇
一
九
（
令
和
一
）
年
五 

西
嶋
一
春
氏
著
）
に
記
さ
れ
て 

 
 

 

栃
台
分
校
が
廃
止
さ
れ
、
翌
三 

 
  
 
 
 
 
  

月
二
九
日
、
森
林
管
理
署
職
員 

い
る
よ
う
に
、
何
も
な
い
状
態 

 
 

 

〇
年
、
栃
台
は
再
び
無
人
の
里 

 
 

 
  

と
跡
地
に
足
を
踏
み
入
れ
、
開 

で
の
再
入
植
で
あ
っ
た
こ
と
が 

 
 
 

に
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

  

拓
の
痕
跡
を
探
し
ま
し
た
が
、 

伺
わ
れ
る
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 


